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 始球式

 優勝　新宿駅チーム

 優勝　丹羽さん 準優勝　畠山さん

 第 3位　湯浅さん

続
く
国
労
加
入

　
歓
迎
会 

大
船
で
我
孫
子
で

大
船
で
我
孫
子
で

本郷台駅分会のみなさん

我孫子金町保線技セ分会のみなさん
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東
京
地
方
本
部
は
、
七
月
一
一
日
に
王

子
サ
ン
ス
ク
エ
ア
ボ
ウ
ル
に
お
い
て
、
第

六
回
国
労
東
京
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
た
。

　

一
一
時
に
開
会
式
が
行
わ
れ
、
鎌
田
委

員
長
、
石
井
書
記
長
の
始
球
式
を
皮
切
り

に
二
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
各
地
区
本
部
・
支

部
や
青
年
部
、
家
族
会
な
ど
昨
年
よ
り
大

幅
に
多
い
二
四
チ
ー
ム
が
競
い
合
っ
た
。

優
勝
は
昨
年
二
位
の
新
宿
駅
が
、
東
所
沢

電
車
区
の
連
覇
を
は
ば
む
結
果
と
な
っ
た
。

全
体
的
に
は
、
昔
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
ブ
ー
ム
の

た
め
か
、
青
年
層
よ
り
年
配
者
の
チ
ー
ム
の

ほ
う
が
高
得
点
で
あ
っ
た
。
ま
た
第
一
ゲ
ー

ム
が
特
に
好
成
績
だ
っ
た
方
よ
り
、
二
ゲ
ー

ム
を
平
均
し
て
、
得
点
し
た
方
の
ほ
う
が
上

位
に
き
た
。

　

終
了
後
は
隣
接
す
る
交
流
会
場
で
昼
食
を

と
り
な
が
ら
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
賞
品
も
手
渡
さ
れ
、
さ
ら
に
全
体
で
盛
り

上
が
っ
た
。
な
お
、
交
運
共
済
東
日
本
本
部
が

協
賛
と
な
り
、
賞
品
提
供
も
い
た
だ
い
た
事
に

感
謝
す
る
。

チ
ー
ム
別
成
績　

点
数
は
三
人
の
二
ゲ
ー
ム
計

優
勝　
　

新
宿
駅　
　
　
　
　

         

九
〇
六

準
優
勝　

東
所
沢
電
車
区
Ａ　

         

八
八
八

第
三
位　

長
津
田
駅　
　
　
　

         

八
八
二

第
四
位　

品
川
駅　
　
　
　
　

         

八
五
七

第
五
位　

隅
田
川
駅
Ｓ　
　
　

         

八
四
五

 

個
人
別
成
績　
　
　
　
　

点
数
は
二
ゲ
ー
ム
計

優
勝　
　

丹
羽
昌
博　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
津
田
駅　

   

三
三
〇

準
優
勝　

畠
山　

幸
広　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

品
川
駅　
　
　

三
二
八

60
 才

26
 才

57 
才

57
 才

6/1
  付

7/1
  付

歓迎

新
杉
田
駅

我
孫
子
保
線
技
セ

J
R
バ
ス
関
東

　
　
　
東
京
営
業
所

八
王
子
機
械
技
セ

　

神
奈
川
地
区
本
部
・
本
郷
台
駅
分
会
は
、

七
月
一
日
付
け
で
国
労
加
入
し
た
高
橋
隆
弘

さ
ん
（
新
杉
田
駅
）
の
加
入
歓
迎
会
を
、
七

月
六
日
に
大
船
の
海
福
本
店
で
開
催
し
た
。

　

尾
崎
分
会
長
が
「
高
橋
さ
ん
の
加
入
歓
迎

会
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
あ
と
五
年
と
い
う
期
間
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
一
層
仲
良
く
や
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
乾
杯
が

さ
れ
た
。
続
い
て
、
東
京
地
本
か
ら
は
佐
藤

組
織
部
長
、
神
奈
川
地
区
本
部
か
ら
は
粉
川

書
記
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
お
こ
な
っ

た
。

　

祝
杯
を
重
ね
、
国
鉄
時
代
の
話
で
盛
り
上

が
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽
し
い
時
を
過
ご

し
、
歓
迎
会
の
最
後
に
、
尾
崎
分
会
長
と
高
橋
さ

ん
が
「
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
」
と
固
い
握
手
を

交
わ
し
、
歓
迎
会
は
終
了
し
た
。

　

歓
迎
会
は
我
孫
子
で
も

　

上
野
支
部
・
我
孫
子
金
町
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー

分
会
は
、
七
月
二
五
日
に
我
孫
子
駅
前
に
お
い

て
、七
月
一
日
に
国
労
加
入
し
た
白
井
さ
ん（
二
六

歳
）
の
歓
迎
会
を
開
催
し
た
。

国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

　

打
越
分
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
鈴
木
上

野
支
部
書
記
長
、
古
城
常
磐
地
区
協
事
務
長
か

ら
来
賓
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
鈴
木
書
記
長
か

ら
は
、
国
労
バ
ッ
チ
、
国
労
組
合
員
証
、
全
国

の
仲
間
か
ら
贈
ら
れ
た
檄
も
渡
さ
れ
、
盛
り
上

が
っ
た
歓
迎
会
と
な
っ
た
。 

国労加入

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　
　
　歓
声
続
く



第 69回
定期地方大会

講演　福島みずほ議員

団結がんばろう　細岡会長

原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
そ
う

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進
め
よ
う

9/15( 土 ) 発明会館
 9：30開会 ( 虎ノ門 )

傍聴歓迎

鉄
道
退
職
者
会
学
習
会

  
講
演  

福
島
み
ず
ほ
議
員
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民
投
票
に
八
五
二
億
円
か
か
る
と
言
わ
れ
、
参
議

院
選
と
抱
き
合
わ
せ
の
案
も
あ
る
が
、
そ
う
な
る

と
争
点
が
見
え
ず
ら
く
な
る
」
な
ど
の
問
題
点
が

報
告
さ
れ
た
。憲
法
九
条「
改
正
」に
つ
い
て
は「
九

条
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
事
に
対
し
安
倍
首
相
に

質
問
し
た
が
、『
明
記
す
る
自
衛
隊
と
は
、
集 

団

的
自
衛
権
を
行
使
す
る
自
衛
隊
の
事
で
あ
る
』
と

の
回
答
で
あ
っ
た
。
こ
の
第
三
項
を
付
け
加
え
れ

ば
、
第
一
項
、
第
二
項
は
完
全
に
破
壊
さ
れ
る
。

今
後
法
律
で
定
め
れ
ば
何
で
も
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
国
会
も
関
与
で
き
な
い
。
現
在
五
兆
円
の
予

算
を
使
っ
て
い
る
が
、
補
正
予
算
に
紛
れ
込
ま
せ

て
さ
ら
に
増
額
し
て
い
る
。
今
後
一
〇
兆
円
の
案

　

鉄
道
退
職
者
会
・
東
京
地
方
連
合
会
は
、
七
月

二
〇
日
に
新
橋
交
通
ビ
ル
に
お
い
て
、
福
島
み
ず

ほ
参
議
院
議
員
を
講
師
に
招
い
た
学
習
会
を
開
催

し
、
現
役
組
合
員
も
含
め
一
三
〇
名
が
参
加
し
た
。

　

細
岡
会
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
福
島

議
員
か
ら
「
立
憲
主
義
と
改
憲
阻
止
に
向
け
て
」

の
題
で
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演
で
は
国
会
情

勢
に
触
れ
た
あ
と
、憲
法
「
改
正
」
に
つ
い
て
「
発

議
か
ら
国
民
投
票
ま
で
六
〇
日
〜
一
八
〇
日
と
さ

れ
る
が
、
極
力
短
く
し
、
ま
た
各
項
目
ご
と
に
細

分
化
し
て
投
票
の
形
に
し
て
、
極
力
議
論
を
さ
せ

な
い
よ
う
に
す
る
だ
ろ
う
。
二
週
間
前
ま
で
Ｃ
Ｍ

の
流
し
放
題
に
し
、
や
り
た
い
放
題
に
な
る
。
国

す
ら
出
て
い
る
。『
国
防
軍
』
と
言
い
出
す
の
も

時
間
の
問
題
で
、
そ
う
な
る
と
軍
事
裁
判
所
や
憲

兵
隊
な
ど
、
法
律
な
ど
社
会
の
仕
組
み
が
軍
隊
の

存
在
前
提
に
変
わ
っ
て
く
る
」
な
ど
の
問
題
点
が

出
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
教
育
の
無
償
化
の
ト
ー

ン
ダ
ウ
ン
、
参
議
院
の
自
民
党
に
都
合
の
い
い

選
挙
区
に
す
る
た
め
の
憲
法
「
改
正
」
な
ど
の

報
告
も
さ
れ
、
新
自
由
主
義
に
対
す
る
社
会
民

主
主
義
の
重
要
性
を
訴
え
講
演
は
終
了
し
た
。

　

続
い
て
東
京
地
本
・
鎌
田
委
員
長
か
ら
連
帯

あ
い
さ
つ
、
青
山
昭
島
市
議
か
ら
横
田
基
地
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
の
闘
い
、
東
京
地
本
・
石

井
書
記
長
か
ら
Ｊ
Ｒ
職
場
の
現
状
に
つ
い
て
報

告
が
さ
れ
た
。
最
後
に
細
岡
会
長
の
「
平
和
と

民
主
主
義
を
守
る
た
め
に
頑
張
ろ
う
」
と
い
う

掛
け
声
の
あ
と
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
学
習
会
は

終
了
し
た
。

に
向
け
た
展
望
と
課
題
」
に
つ
い
て
行
わ
れ
、
そ

の
中
で
吉
原
さ
ん
は
「
こ
の
問
題
は
保
守
と
か
革

新
と
か
関
係
な
い
。
い
ま
政
府
は
国
民
を
線
量
の

高
い
所
へ
帰
宅
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
除
染
し

た
土
も
そ
の
ま
ま
置
い
て
あ
り
、
そ
の
ま
ま
被
ば

く
す
る
。
今
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
よ
り
、
原
発
の

ほ
う
が
コ
ス
ト
が
高
い
。
安
全
設
備
に
金
が
か
か

り
す
ぎ
る
か
ら
。
小
泉
元
総
理
は
保
守
の
方
を
中

心
に
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
中
小
企
業
の

方
々
も
少
し
ず
つ
賛
成
し
て
き
て
い
る
。
多
く
の

国
民
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
事
が
大
事
」
な
ど

の
話
が
さ
れ
た
。

　

続
い
て
法
案
を
共
同
提
出
し
た
野
党
四 

党
（
立

憲
民
主
・
社
民
・
共
産
・
自
由
）
か
ら
趣
旨
説
明

が
さ
れ
、
閉
会
あ
い
さ
つ
で
は
小
田
川
義
和
さ
ん

（
原
発
な
く
す
全
国
連
絡
会
）
か
ら
「
稼
働
中
の
原

発
の
中
止
、
再
稼
働
を
許
さ
な
い
。
原
発
利
益
共

同
体
を
追
い
込
ん
で
い
こ
う
。
原
発
に
固
執
す
る

理
由
を
一
つ
ず
つ
潰
し
て
い
こ
う
。
電
力
の
最
大

消
費
地
の
東
京
で
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
続
け
て

い
こ
う
」な
ど
の
訴
え
が
さ
れ
、集
会
は
終
了
し
た
。

　

六
月
二
八
日
に
、
中
野
ゼ
ロ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
三
月
に
野
党
四
党
が
国
会
に
共
同
提
出
し
た

「
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
案
」
の
成
立
を
目
指
す
市
民

の
つ
ど
い
（
さ
よ
う
な
ら
原
発
一
〇
〇
〇
万
人
ア

ク
シ
ョ
ン
・
原
発
な
く
す
全
国
連
絡
会
の
共
催
）

が
行
わ
れ
、
国
労
東
京
か
ら
も
多
く
の
組
合
員
が

参
加
し
、
会
場
が
ほ
ぼ
埋
ま
る
七
五
〇
人
の
参
加

が
あ
っ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田
慧
さ

ん
は
「
一
番
古
い
東
海
第
二
原
発
稼
働
阻
止
を
ま

ず
は
一
番
の
課
題
に
し
て
い
る
。
四
〇
年
経
っ
た

も
の
を
廃
炉
に
さ
せ
る
。
政
府
は
原
発
を
安
く
使

え
れ
ば
そ
れ
で
い
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
子
孫
に

ツ
ケ
を
回
す
事
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
の
社
会

を
子
孫
に
残
し
た
い
。
国
会
と
市
民
の
力
を
合
わ

せ
て
い
こ
う
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。
続

い
て
講
演
で
は
吉
原
毅
さ
ん
（
原
発
ゼ
ロ
・
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
連
盟
会
長
・
城
南
信
用
金
庫
顧

問
）
か
ら
「
原
発
ゼ
ロ
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進


